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あるひ、 いつものように うみに でていくと、

すなはまで、 むらの こどもたちが ワイワイ さわいでいました。

つるは、 「コー」 と ひとこえなくと、 おおぞらに はばたきました。

つるのこえをきき、 おとひめさまは、 ふたたび カメにすがたをかえ、 たろうのもとに あらわれました。

ふたりは ふたたび さいかいすることが できました。



203

1

そのとき、 たまてばこに はいっていた つるのはねが フワリと まいあがりました。

すると、 たろうの すがたは うつくしい つるのすがたに かわりました。

ちかづいてみると、 こどもたちが、 こガメを ぼうで つついて いじめていました。

　「こらっ。 なにしてるんだ。 よわいものを いじめちゃだめだ。」

たろうは、 こどもたちを おいはらいました。

むかしむかし、 あるところに、 うらしまたろう という りょうしがすんでいました。

まいにち、 うみに でかけては、 さかなを とって くらしていました。
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なんにちか たった あるひ、 たろうが うみにいくと、

おおきなカメが およいできました。

たろうが とほうにくれて たちすくんでいると、 ひとりのおじいさんが ちかづいてきました。

「ここにあったはずの いえを しりませんか。」　たろうが たずねると、

「だれも すんでいない ふるいいえが あったが、 それもずいぶん むかしのはなしじゃよ」

と こたえました。

どうやら こガメは、 けがを しているようでした。

　「かわいそうに、 いたかっただろう。」

たろうは、 こガメを いえに つれてかえり、 けがの ちりょうを してあげました。

すると、 たまてばこのなかから、 しろいけむりが もくもくと でてきました。

このけむりを かぶったあと、 たろうは しろいひげの おじいさんに なってしまいました。
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たろうが むらへもどってくると、 おどろいたことに、 むらのようすは すっかり かわっていました。

たろうのいえが ありません。 　しっているひとも だれもいません。

「これは いったい どうしたことだろう。」

「たろうさん。 このあいだは、 ちいさなカメを たすけて くださって、 ありがとうございます」

「おれいに りゅうぐうじょうに おつれします。 どうぞ、 わたしの せなかに のってください。」

なんということでしょう。

りゅうぐうじょうで すごした みじかい じかんは、 ここでは なんじゅうねん、 なんびゃくねんも たって

いたのです。 かなしくなった たろうは、 あけてはいけない という おとひめさまの ことばを わすれて、

たまてばこを あけてしまいました。

つぎのひ、 すっかり げんきになった こガメを うみに はなしました。

こガメは げんきよく およいで すぐに みえなくなりました。
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「ようこそ、 りゅうぐうじょうへ。」

うみのそこの りゅうぐうじょうの　まえで、 うつくしい おひめさまが たろうを まっていました。

そんなあるひ、 たろうは じぶんのいえのことが きになりはじめました。

そして、 なつかしい ふるさとのいえに かえりたくなりました。 　

「おとひめさま。 そろそろ かえります。」

たろうがいうと、 おとひめさまは たいそう かなしんで いいました。

カメは せなかに たろうを のせると、 ザブンと うみのなかに もぐりました。

たろうをのせた カメは、 ぐんぐん うみのそこに すすんでいきました。

「おとひめさま、 さようなら。 どうもありがとう」

たろうは おとひめさまに おれいをいうと、 カメのせなかに またがりました。
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おとひめさまは、 にっこりわらうと たろうを りゅうぐうじょうのなかへ まねきいれました。                         

「たろうさん、 どうか ゆっくり たのしんで くださいね。」

おおひろまには、 ごうかなごちそうがならび、 さかなたちが たろうのまわりを ひらひらと

まいおどります。 みるものすべてが たのしくて、 たろうは ゆめのような じかんをすごしました。

「わたしは、 せんじつ たすけていただいた カメで、 なまえを おとひめと いいます。

 うみのそとの  せかいを しりたくて、 カメに すがたをかえて でかけていたのです。

 きょうは、 あのときの おれいをしたくて、 あなたを おまねきしました。」

たろうは あまりにびっくりして、 すぐには くちがきけずに、 ぽかんと してしまいました。

　「いつまでも　ここにいてほしいのですが、 しかたありません。」

おとひめさまは、 ひとつのはこを たろうに てわたしました。

　「おみやげに このたまてばこを さしあげましょう。 このたまてばこを もっていれば、 りゅうぐうへ 

  もどれます。 でも、 もどってくるまでは、 けっして はこを あけてはいけませんよ。」

こんぶのもり、 さんごのにわを とおりぬけると、 きゅうに　あたりが キラキラ ひかりかがやきました。

まぶしくて、 めが くらんで しまいそうです。


